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　環境を良くする運動を、町民の皆さんと一緒に、「自分の出来るところから、出来る時からすこしづつ始め
て行きたい」と思います。あなたも、今からでも一人からでも出来ます。ちょっとだけ自分のまわりの環境
に目を向けてみませんか。それが未来の子どもたちへ、素敵な環境を残して行けるカギだと思います。
　環境計画町民会議へのご意見をお待ちしています。

�事務局/町民課自然環境担当へご連絡ください　� 2-1211（内線 105）
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　羽幌町の環境を守る基本計画策定事業は平成14年度から始
まり、今年度４年目で最終年度となり、いよいよ環境基本計画
と環境保全条例の検討に入っています。
　第６回目の環境計画町民会議を焼尻地区４月18日、天売地区
４月24日にそれぞれ開催し、環境基本計画と環境保全条例の内
容とスケジュールについて話し合いを行いました。
　その他に、独自事業として焼尻地区では、もう一度昔の豊か
な海を取り戻すための植樹事業を行うことになりました。

　５月26日に焼尻中学校の協力を得て島民と町民会議メンバーでギンドロの苗木300本を植樹する
ことになりました。また、天売・焼尻両地区で昨年も行って好評だった、プリンせっけんづくり講
習会を開催します。海をなるべく汚さないために、きれいな海を子どもたちに残すために、家庭か
ら出す生活排水を変えたいと考えています。
　合成洗剤から環境にやさしい「せっけん」に切り替えるために、プリンせっけんづくりを行います。
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　４月27日、羽幌地区環境計画町民会議の独自事業「プリンせっ
けんづくり講習会」が行われました。町民約30人が参加し、役場
総合車庫で行われました。最初に町民会議の五十嵐芳信代表か
ら「川の汚れの８割は家庭排水が原因で、合成洗剤から環境にや
さしいせっけんへの切替運動を行っている」、「ひとり一人が環
境のことを考えた生活をすることが、未来の子どもたちにより
良い環境を残すために大事」とのあいさつがありました。
　その後、町民会議メンバーの田中さんからせっけんの作り方や使用上のアドバイスがあり、使用済みの天ぷ
ら油にごはんと苛性ソーダ、熱湯を混ぜてプリンせっけんづくりの作業が始まりました。作業は40分で終了し、
参加者はこれから３日ごとに熱湯を足し、かき混ぜる作業を４回繰り返し３週間ほど熟成させてプリンせっけ
んを作ります。羽幌地区環境計画町民会議では秋にも「プリンせっけん講習会」を開催する予定です。


